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バイオ医薬品製造には、高性能な生産細胞株と信頼性
の高い品質保証の両立が求められる。SWATH-MS を基
盤としたプロテオミクス解析を中核的な分析プラット
フォームとして用い、培養初期クローンのプロテオーム
や宿主細胞由来タンパク質（HCP）プロファイルを含む
CHO 細胞システムの包括的な特性解析に関する研究を
行っている。さらに、これらの知見を活用したデータ駆
動型アプローチにより、細胞株開発、プロセス理解、お
よび品質保証を包含するバイオ医薬品製造プロセスの合
理化と高速化に向けた枠組みの構築を目指している。
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バイオ医薬品生産に向けた
プロテオーム予測基盤の構築
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•  生物が生合成する “ 生命鎖 ” のうち、数種類の糖が鎖の
ようにつながりタンパク質にとって必要不可欠な修飾
因子となる糖鎖と、植物が産生する機能性素材である天
然ゴムに注目。

• 植物などの糖鎖生合成経路を解明し改変、さらに利用す
ることで、より機能的な糖タンパク質生産を可能にする
物質生産系の構築を目指す。

• これまでに天然ゴムを生合成し、蓄積する特殊な細胞を
発見。この細胞の解析をとおし、天然ゴム増産と、産業
利用が可能な新たな天然ゴム産生植物の創出を目指す。

物質生産、機能性素材関連

生物がつくる“ 生命鎖 ”の生合成機構の理解と応用
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